
　

二
〇
一
七
年
四
月
一
八
日
、
新
国
劇
は
結
成
一
〇
〇
年
の
記
念
日
を
迎
え
た
。
近
代
日
本
の
国
民
演
劇
を
追
求
し
た
初
代
座
長

澤
田
正
二
郎
、
初
代
の
急
死
後
に
大
抜
擢
さ
れ
、
一
九
八
七
年
九
月
に
事
実
上
の
解
散
を
宣
言
す
る
に
至
る
六
〇
年
弱
を
牽
引
し

た
島
田
正
吾
と
辰
巳
柳
太
郎
、
一
時
は
島
田
＝
辰
巳
体
制
の
次
代
を
担
う
か
と
期
待
さ
れ
た
大
山
克
巳
や
緒
形
拳
な
ど
の
織
り
成

す
新
国
劇
の
記
憶
も
遂
に
雲
散
霧
消
し
つ
つ
あ
る
。
実
際
、
二
代
目
市
川
月
乃
助
＝
二
代
目
喜
多
村
緑
郎
主
演
『
国
定
忠
治
』（
二

〇
一
六
年
六
月
＝
東
京
：
三
越
劇
場
）
や
六
代
目
片
岡
愛
之
助
主
演
『
月
形
半
平
太
』（
二
〇
一
七
年
五
月
＝
東
京
：
明
治
座
）
に

接
す
る
と
、
新
国
劇
の
歌
舞
伎
や
新
派
に
よ
る
再
現
不
可
能
性
、
特
に
新
国
劇
の
創
造
し
た
迫
真
的
な
殺
陣
の
再
現
不
可
能
性
に

想
到
さ
せ
ら
れ
る
。
劇
団
の
消
滅
後
、
一
部
の
元
座
員
が
結
成
し
た
劇
団
若
獅
子
『
国
定
忠
治
』『
月
形
半
平
太
』（
二
〇
一
七
年

九
月
＝
東
京
：
新
橋
演
舞
場
）
は
、
本
論
を
書
き
進
め
る
筆
者
に
は
数
週
間
後
の
未
来
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
新
国
劇
一
〇
〇
年

を
一
期
と
全
盛
期
を
再
現
し
得
る
よ
う
に
祈
念
し
た
い
。

　

と
は
言
え
、
こ
の
新
国
劇
の
現
在
性
の
喪
失
は
遅
く
と
も
一
九
八
〇
年
前
後
、
有
望
な
次
代
を
擁
立
し
得
ぬ
ま
ま
に
島
田
＝
辰

巳
が
喜
寿
に
迫
り
、
座
員
も
観
客
も
劇
団
の
終
着
点
を
視
界
に
捉
え
始
め
た
当
時
に
は
認
識
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
。

二
〇
一
七
年
は
、
あ
る
い
は
解
散
後
三
〇
年
を
費
や
し
た
新
国
劇
の
告
別
式
の
総
仕
上
げ
の
一
年
と
見
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
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逆
に
言
え
ば
、
新
国
劇
は
元
座
員
と
元
観
客
の
実
践
と
記
憶
を
離
れ
、
実
践
と
記
憶
の
記
録
に
よ
る
研
究
の
領
域
へ
の
移
行
を
完

了
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
筆
者
は
三
年
前
、
澤
田
正
二
郎
の
恩
師
坪
内
逍
遙
を
顕
彰
す
る
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念

演
劇
博
物
館
の
企
画
展
『
寄
ら
ば
斬
る
ぞ
！
新
国
劇
と
剣
劇
の
世
界
』（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
‐
二
〇
一
五
年
二
月
＝
監
修
：
児
玉

竜
一
副
館
長
）
を
統
括
し
、
台
本
や
宣
伝
資
料
の
よ
う
な
実
践
の
記
録
、
元
座
員
や
元
観
客
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
記
憶
の
記
録

を
整
備
し
つ
つ
紹
介
し
た
。
前
述
の
劇
団
若
獅
子
が
中
心
の
一
座
を
招
聘
し
た
特
別
公
演
『
国
定
忠
治
』『
殺
陣
田
村
』（
二
〇
一

四
年
一
一
月
＝
東
京
：
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
大
講
堂
）
も
、
あ
る
い
は
全
盛
期
の
再
現
不
可
能
性
を
引
き
受
け
つ
つ
、
元
座
員

や
元
観
客
の
身
体
に
残
留
す
る
記
憶
、
例
え
ば
元
座
員
の
演
技
や
元
観
客
の
大
向
う
な
ど
を
観
察
し
つ
つ
記
録
す
る
た
め
の
一
日

限
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
総
括
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
同
企
画
展
が
整
備
し
た
実
践
と
記
憶
の
記
録
を
起

点
に
、
未
来
の
新
国
劇
研
究
は
深
化
す
る
に
違
い
な
い
。

　

本
論
も
同
企
画
展
に
連
動
し
つ
つ
整
備
さ
れ
た
実
践
の
記
録
、
す
な
わ
ち
澤
田
正
二
郎
以
下
、
初
期
の
新
国
劇
座
員
が
出
演
し

た
無
声
映
画
『
国
定
忠
治
』（
一
九
二
四
年
＝
監
督
：
牧
野
省
三
）
を
分
析
す
る
試
み
で
あ
る
。
す
で
に
封
切
当
時
、
映
画
館
興
行

用
に
製
作
＝
配
給
さ
れ
た
全
九
巻
の
三
五
㎜
動
画
は
散
逸
し
、
未
来
の
発
見
に
一
縷
の
望
み
を
繋
ぐ
ば
か
り
で
あ
る
が
、「
一
九

三
〇
年
代
に
家
庭
向
け
に
再
編
集
さ
れ
た
短
縮
版
」
全
四
篇
の
一
六
㎜
動
画
三
二
分
一
五
秒
が
現
存
す
る 
。映 
画
学
者
小
松
弘
教

①

授
（
早
稲
田
大
学
）
に
素
材
の
提
供
を
仰
ぎ
、
澤
田
正
二
郎
以
下
が
吹
き
込
ん
だ
Ｓ
Ｐ
音
源
『
国
定
忠
治
』
な
ど
と
と
も
に
デ
ジ

タ
ル
化
の
上
、
児
玉
竜
一
監
修
／
拙
編
『
寄
ら
ば
斬
る
ぞ
！
新
国
劇
と
剣
劇
の
世
界
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
し
た 
。行 
友
李
風
の
原
作

②

『
国
定
忠
治
』
全
通
し
上
演
は
序
幕
「
赤
城
山
麓
室
沢
村
才
兵
衛
茶
屋
」、
第
二
幕
「
赤
城
天
神
山
不
動
の
森
」、
第
三
幕
「
第
一

場　

信
州
権
堂
町
外
れ
庚
申
塚
／
第
二
場　

信
州
権
堂
山
形
屋
店
先
／
第
三
場　

半
郷
の
松
並
木
」、
第
四
幕
「
上
州
植
木
村
の
庵

室
」、
大
詰
「
国
定
村
分
家
の
土
蔵
の
内
」
の
全
五
幕
構
成
を
基
本
と
見
な
し
得
る
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
も
原
作
と
一
定
の
対
応
を
示

し
、
冒
頭
部
に
「
改
訂　

國
定
忠
次　

東
亜
キ
ネ
マ
京
都
撮
影
所
製
作
」「
主
演　

澤
田
正
二
郎
」「
原
作　

行
友
李
風
」「
提
供　
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ホ
ー
ム
・
ム
ー
ビ
ー
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
字
幕
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
篇
毎
に
「
第
一
篇　

赤
城
山
」「
第
二
篇　

山
形
屋
」

「
第
三
篇　

尼
寺
」
の
字
幕
が
映
し
出
さ
れ
る
。
第
四
篇
に
は
欠
落
が
生
じ
た
の
か
、
例
外
的
に
「
第
四
篇　

御
用
」
が
最
初
の

字
幕
で
あ
る
。
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
蔵
の
一
六
㎜
動
画
は
三
三
分
で
あ
り 
、一 
九
七
八
年
の
企
画
上
映
の

③

図
録
に
お
け
る
「
家
庭
用
一
六
ミ
リ
に
短
縮
し
二
巻
と
し
て
販
売
し
て
い
た
も
の
で
［
…
］『
赤
城
山
』『
山
形
屋
』『
尼
寺
』『
御

用
』の
四
篇
」構
成
と
の
解
説
に
鑑
み
て
も 
、Ｄ 
Ｖ
Ｄ
版
と
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
版
は
同
根
の
素
材
で
あ
り
、

④

ま
た
双
方
を
現
在
に
お
け
る
最
長
版
と
見
な
し
得
る
。

　

無
論
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
は
新
国
劇
『
国
定
忠
治
』
の
「
記
録
映
画
で
は
な
く
［
…
］
明
確
な
劇
映
画
の
体
裁
を
維
持
し
」  、さ 
ら
に
一

⑤

六
㎜
商
品
化
に
際
し
、「
全
篇
の
さ
わ
り
幾
つ
か
を
」
抜
粋
し
つ
つ
三
五
㎜
元
素
材
を
裁
断
し
た
残
骸
に
も
等
し
い 
。結 
果
的
に
澤

⑥

田
正
二
郎
の
舞
台
姿
と
の
距
離
は
相
当
に
遠
い
は
ず
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
小
松
弘
は
指
摘
す
る
。

　
「
國
定
忠
治
」
で
は
、［
東
亜
キ
ネ
マ
］
等
持
院
撮
影
所
に
お
け
る
ス
タ
ジ
オ
撮
影
と
、
近
江
で
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
の
、

基
本
的
に
は
二
箇
所
で
の
撮
影
が
強
行
軍
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
撮
影
が
で
き
た
の
は
、
事
前
の
準
備
が
き
め
細
や
か

に
行
わ
れ
た
こ
と
と
、
演
技
そ
れ
自
体
は
澤
正
［
澤
田
正
二
郎
］
お
よ
び
新
國
劇
の
一
座
に
一
任
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。［
…
］
そ
れ
ゆ
え
に
、
劇
映
画
と
は
言
え
、
映
画
「
國
定
忠
治
」
に
は
、
澤
正
と
新
國
劇
の
当
時
の
演
技
の
モ
ー
ド
が
完

璧
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
急
い
で
撮
影
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
映
画
に
は
カ
メ
ラ
が

芝
居
を
記
録
す
る
と
い
う
特
質
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思 
う
。 
⑦

さ
ら
に
小
松
は
「
澤
正
の
芝
居
の
全
段
を
記
録
す
る
と
い
う
方
向
性
を
持
っ
て
作
ら
れ
た
劇
映
画
」
と
指
摘
し
た
上 
、同 
様
に
澤
田

⑧

正
二
郎
以
下
、
初
期
の
新
国
劇
座
員
が
出
演
し
た
無
声
映
画
『
月
形
半
平
太
』（
一
九
二
五
年
＝
監
督
：
衣
笠
貞
之
助
）
は
「
澤
正
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の
演
技
を
保
存
し
よ
う
と
す
る
映
像
の
記
録
性
よ
り
も
、
情
緒
感
を
表
そ
う
と
す
る
映
像
の
表
現
性
」
が
優
位
を
占
め
る
と
評
価

し 
、両 
者
を
差
異
化
す
る
。
以
上
の
指
摘
に
鑑
み
て
も
、
澤
田
正
二
郎
の
舞
台
姿
や
舞
台
姿
の
記
録
動
画
を
実
見
し
得
な
い
現
在
、

⑨

僅
か
に
三
二
分
一
五
秒
と
は
言
え
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
は
初
期
の
新
国
劇
を
想
像
さ
せ
る
貴
重
な
手
掛
り
で
あ
る
。
以
下
は
小
松
の
議
論

を
起
点
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
を
分
析
し
、
澤
田
正
二
郎
の
舞
台
姿
へ
の
距
離
感
を
測
定
す
る
試
行
錯
誤
の
第
一
歩
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

試
行
錯
誤
に
際
し
、
一
九
八
七
年
に
活
字
化
さ
れ
た
原
作 
、筆 
者
が
前
述
の
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
大
講
堂
に
お
け
る
特
別
公
演

⑩

を
統
括
し
た
経
験
な
ど
に
加
え
、
本
論
が
参
照
し
た
主
要
な
テ
ク
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
主
演
者
や
各
テ
ク
ス
ト
に
収
録

さ
れ
た
場
面
な
ど
の
情
報
と
と
も
に
時
系
列
に
列
挙
す
る
。

・【
Ｓ
Ｐ
音
源
】
一
九
二
三
年
五
月
＝
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
：
八
二
一
‐
八
二
二
。
澤
田
正
二
郎
。
第
二
幕
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
早
稲
田
大
学
坪
内

博
士
記
念
演
劇
博
物
館
）。

・【
記
録
動
画
】
一
九
八
〇
年
八
月
＝
東
京
：
読
売
ホ
ー
ル
。
辰
巳
柳
太
郎
。
第
二
幕
‐
第
三
幕
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
）。

・【
記
録
動
画
】
一
九
八
四
年
五
月
＝
東
京
・
浅
草
公
会
堂
。
辰
巳
柳
太
郎
。
第
二
幕
‐
第
三
幕
／
大
詰
。
Ｖ
Ｈ
Ｓ
（
ア
ポ
ロ
ン
）。

・【
記
録
動
画
】
二
〇
〇
七
年
四
月
＝
東
京
・
国
立
劇
場
大
劇
場
。
笠
原
章
。
第
一
幕
‐
大
詰
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
劇
団
若
獅
子
）。

一
、
赤
城
山

　
「
第
一
篇　

赤
城
山
」は
江
戸
後
期
、
飢
饉
と
悪
政
に
苦
し
む
農
民
の
救
済
に
決
起
し
、
義
挙
に
は
成
功
す
る
も
の
の
追
捕
さ
れ
、

赤
城
山
中
に
逃
げ
込
ん
だ
侠
客
国
定
忠
治
（
澤
田
正
二
郎
）
と
乾
分
が
離
散
に
至
る
原
作
の
第
二
幕
「
赤
城
天
神
山
不
動
の
森
」

を
再
現
す
る
。
冒
頭
部
の
字
幕
「
改
訂　

國
定
忠
次　

東
亜
キ
ネ
マ
京
都
撮
影
所
製
作
」「
主
演　

澤
田
正
二
郎
」「
原
作　

行
友
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李
風
」「
提
供　

ホ
ー
ム
・
ム
ー
ビ
ー
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」「
第
一
篇　

赤
城
山
」
を
除
き
、
七
分
三
二
秒
に
刈
り
込
ま
れ
た
物

語
を
復
元
し
よ
う
。
忠
治
の
義
父
に
も
等
し
い
目
明
し
川
田
屋
惣
次
（
中
井
哲
）
が
赤
城
山
中
に
乗
り
込
み
、
役
人
に
忠
治
の
捕

縛
を
命
じ
ら
れ
た
顛
末
を
告
げ
た
上
、
一
家
に
降
伏
を
勧
告
す
る
。
忠
治
の
乾
分
板
割
の
浅
太
郎
（
原
清
二
）
が
義
父
の
目
明
し

御
室
の
勘
助
（
中
村
若
之
助
）
の
首
級
を
忠
治
と
惣
次
に
示
し
、
同
様
に
忠
治
の
捕
縛
を
命
じ
ら
れ
た
勘
助
が
浅
太
郎
へ
の
真
情

と
の
狭
間
に
自
害
を
遂
げ
た
顛
末
を
語
る
や
、
惣
次
も
死
の
覚
悟
を
吐
露
し
、

自
害
を
試
み
る
。
惣
次
の
真
情
に
打
た
れ
た
忠
治
も
自
害
を
試
み
る
が
、
軍
師

日
光
の
円
蔵
（
野
村
清
一
郎
）
が
忠
治
と
惣
次
の
双
方
を
生
き
永
ら
え
さ
せ
る

た
め
、
一
家
の
離
散
を
提
案
す
る
。
忠
治
は
腹
心
の
乾
分
清
水
の
巌
鉄
（
上
田

吉
二
郎
）
や
高
山
の
定
八
（
鳥
居
正
）
と
の
別
離
を
惜
し
む
。

　
「
第
一
篇　

赤
城
山
」
の
注
目
点
の
第
一
は
、
惣
次
が
自
害
を
試
み
る
に
至
る

経
緯
の
異
同
で
あ
る
。
原
作
や
一
九
八
〇
年
代
以
後
の
記
録
動
画
の
場
合
、
惣

次
が
忠
治
に
死
の
覚
悟
を
披
瀝
す
る
の
は
、
浅
太
郎
に
自
身
の
好
敵
手
勘
助
の

首
級
を
示
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
さ
ら
に
忠
治
と
の
問
答
を
挟
み
、
惣
次
の
自

殺
未
遂
に
至
る
。
ま
た
「
第
一
篇　

赤
城
山
」
三
五
㎜
元
素
材
の
封
切
前
年
一

九
二
三
年
に
発
売
さ
れ
た
Ｓ
Ｐ
音
源
は
、
澤
田
正
二
郎
＝
忠
治
／
中
井
哲
＝
惣

次
と
配
役
も
共
通
す
る
な
ど
、
特
に
重
要
な
参
照
項
で
あ
る
が
、
惣
次
が
忠
治

に
死
の
覚
悟
を
吐
露
す
る
の
は
同
様
に
浅
太
郎
の
登
場
後
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、「
第
一
篇　

赤
城
山
」
の
惣
次
は
浅
太
郎
の
登
場
前
に
目
明
し
の
身
分
証

と
も
呼
ぶ
べ
き
十
手
を
投
げ
捨
て
、
さ
ら
に
羽
織
を
脱
ぎ
捨
て
る
（
図
①
）。
一
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図
①
『
国
定
忠
治
』
〇
三
分
三
〇
秒

中
央：

中
井
哲
＝
川
田
屋
惣
次



九
八
〇
年
代
以
後
の
記
録
動
画
を
見
る
と
、
同
様
の
身
振
り
は
浅
太
郎
の
登
場
後
、
惣
次
が
死
の
覚
悟
を
告
白
し
、
忠
治
の
乾
分

に
自
身
の
首
級
を
挙
げ
る
よ
う
に
促
す
際
に
見
ら
れ
る
た
め
、「
第
一
篇　

赤
城
山
」
の
惣
次
が
浅
太
郎
の
登
場
に
先
立
ち
、
忠
治

に
死
の
覚
悟
を
吐
露
し
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
Ａ
＝
浅
太
郎
の
登
場
、
Ｂ
＝
惣
次
の
告
白
、
Ｃ
＝
惣
次
の
自
殺
未
遂

と
展
開
す
る
物
語
を
Ｂ
＝
惣
次
の
告
白
、
Ａ
＝
浅
太
郎
の
登
場
、
Ｃ
＝
惣
次
の
自
殺
未
遂
と
改
変
し
、
特
に
劇
的
効
果
が
深
化
す

る
と
は
想
像
し
難
い
。
Ｓ
Ｐ
音
源
は
一
九
二
三
年
当
時
の
新
国
劇
『
国
定
忠
治
』
も
Ａ
＝
浅
太
郎
の
登
場
、
Ｂ
＝
惣
次
の
告
白
、

Ｃ
＝
惣
次
の
自
殺
未
遂
の
順
序
に
上
演
し
た
事
実
を
示
唆
し
、
前
述
の
小
松
弘
の
「
記
録
性
」
の
議
論
に
鑑
み
て
も
、
牧
野
省
三

以
下
の
製
作
陣
が
三
五
㎜
動
画
の
撮
影
に
際
し
、
出
演
者
を
混
乱
さ
せ
兼
ね
な
い
物
語
の
前
後
関
係
の
入
替
を
敢
行
し
た
と
は
想

像
し
難
い
。
全
九
巻
の
三
五
㎜
動
画
を
全
四
篇
の
一
六
㎜
動
画
に
剪
定
す
る
途
中
、
編
集
に
過
誤
が
生
じ
た
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。

　

注
目
点
の
第
二
は
、
惣
次
役
の
中
井
哲
の
意
外
な
福
々
し
さ
で
あ
る
（
図
①
）。
実
際
、
敗
戦
後
の
公
演
記
録
や
一
九
八
〇
年
代

以
後
の
記
録
動
画
に
引
き
摺
ら
れ
る
と
、
惣
次
役
は
秋
月
正
夫
や
島
田
正
吾
、
清
水
彰
な
ど
の
映
像
を
連
想
し
が
ち
で
あ
る
が
、

歴
代
を
遡
及
す
れ
ば
、
一
九
一
九
年
八
月
＝
京
都
：
明
治
座
の
初
演
当
時
に
配
役
さ
れ
た
の
は
「
見
る
か
ら
大
味
［
…
］
原
田
甲

斐
や
黒
川
正
秋
、
赤
尾
の
林
蔵
や
腕
の
喜
三
郎
な
ど
が
［
…
］
柄
に
合
っ
て
い
る
」
中
田
正
造
で
あ
り 
、ま 
た
澤
田
正
二
郎
に
「
ふ

⑪

と
っ
ち
ょ
」と
綽
名
さ
れ
た
小
川
虎
之
助
も
島
田
＝
辰
巳
体
制
下
に
演
じ
る
な
ど 
、敗 
戦
前
の
恰
幅
の
良
い
系
譜
に
行
き
当
る
。
特

⑫

に
中
田
哲
は
初
演
の
中
田
正
造
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
島
田
＝
辰
巳
体
制
の
初
期
一
九
三
三
年
の
急
逝
に
至
る
一
〇
年
以
上
、
惣
次

を
持
役
に
活
躍
し
た
の
で
あ
り
、「
第
一
篇　

赤
城
山
」
は
前
述
の
Ｓ
Ｐ
音
源
と
と
も
に
惣
次
の
原
像
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
で
あ

る
。
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二
、
山
形
屋

　
「
第
二
篇　

山
形
屋
」は
原
作
の
第
三
幕
を
再
現
す
る
。
冒
頭
部
の
字
幕「
改
訂　

國
定
忠
次　

東
亜
キ
ネ
マ
京
都
撮
影
所
製
作
」

「
主
演　

澤
田
正
二
郎
」「
原
作　

行
友
李
風
」「
提
供　

ホ
ー
ム
・
ム
ー
ビ
ー
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」「
第
二
篇　

山
形
屋
」
を
除

き
、
計
七
分
二
〇
秒
に
刈
り
込
ま
れ
た
物
語
を
復
元
し
よ
う
。「
第
一
場　

信
州
権
堂
町
外
れ
庚
申
塚
」
に
相
当
す
る
箇
所
は
一
分

二
二
秒
で
あ
る
。
年
老
い
た
農
夫
が
博
徒
と
目
明
し
の
二
足
の
草
鞋
を
履
く
女
郎
屋
山
形
屋
藤
造
（
鬼
頭
善
一
郎
）
の
奸
計
に
嵌

り
、
愛
娘
を
山
形
屋
に
奉
公
さ
せ
た
挙
句
、
待
ち
伏
せ
た
藤
造
の
乾
分
に
身
代
金
を
強
奪
さ
れ
る
が
、
幸
運
に
も
信
州
を
逃
亡
中

の
国
定
忠
治（
澤
田
正
二
郎
）に
遭
遇
す
る
。「
第
二
場　

信
州
権
堂
山
形
屋
店
先
」に
相
当
す
る
箇
所
は
四
分
二
二
秒
で
あ
り
、
山

形
屋
に
乗
り
込
ん
だ
忠
治
は
父
娘
を
救
い
出
し
た
上
、
藤
造
を
懲
ら
し
め
る
。「
第
三
場　

半
郷
の
松
並
木
」
に
相
当
す
る
箇
所
は

一
分
三
六
秒
で
あ
り
、
忠
治
は
半
郷
の
松
並
木
に
待
ち
伏
せ
た
藤
造
と
乾
分
を
返
り
討
ち
に
斬
り
捨
て
る
。
本
論
が
注
目
す
る
の

は
最
後
の
通
称
「
小
松
原
」
の
場
面
で
あ
る
。

　

こ
の
場
面
は
管
見
の
限
り
、
澤
田
正
二
郎
の
殺
陣
の
実
践
を
記
録
し
た
現
存
す
る
最
古
の
動
画
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
第
一

は
、
殺
陣
の
前
半
の
手
順
が
一
九
八
〇
年
代
以
後
の
記
録
動
画
に
残
る
手
順
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
事
実
で
あ
る
。
一
九
一
九
年
八

月
、
新
国
劇
『
国
定
忠
治
』
初
演
当
時
、
澤
田
正
二
郎
と
立
師
＝
殺
陣
師
市
川
段
平
が
共
作
し
た
と
神
話
的
に
伝
え
ら
れ
る
「
小

松
原
」
の
殺
陣
の
前
半
が
一
九
二
四
年
封
切
の
三
五
㎜
動
画
に
正
確
に
記
録
さ
れ
、
新
国
劇
と
劇
団
若
獅
子
一
〇
〇
年
弱
の
実
践

を
通
じ
、
原
形
を
留
め
つ
つ
二
一
世
紀
に
伝
承
し
た
と
想
像
す
れ
ば
メ
ロ
ド
ラ
マ
的
で
あ
る
が
、
澤
田
正
二
郎
と
製
作
陣
が
原
形

を
活
か
し
つ
つ
、
新
た
に
映
画
用
に
演
出
し
た
殺
陣
が
新
国
劇
『
国
定
忠
治
』
に
逆
輸
入
さ
れ
、
最
終
型
へ
と
展
開
し
た
可
能
性

も
捨
て
切
れ
な
い
。
実
際
「
小
松
原
」
の
殺
陣
の
記
憶
は
錯
綜
し
、
澤
田
正
二
郎
の
舞
台
姿
を
復
元
す
る
の
は
至
難
で
あ
る
。
剣

劇
愛
好
家
大
井
廣
介
の
記
憶
を
引
用
す
る
。
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小
松
原
の
殺
陣
は
、
闇
討
ち
を
か
け
ら
れ
た
忠
治
が
、
提
灯
を
横
に
倒
し
て
燃
し
、
伏
勢
を
目
算
し
、
一
気
に
な
ぎ
倒
し
、

と
ど
の
つ
ま
り
、
藤
造
の
竹
槍
を
叩
き
落
し
、
長
脇
差
を
二
、
三
寸
抜
い
た
と
こ
ろ
を
仕
留
め
、
す
た
す
た
花
道
へ
か
か
り
、

手
拭
を
片
手
で
投
げ
る
よ
う
に
し
て
開
く
の
が
柝
の
頭
、
頬
か
む
り
し
て
引
っ
込
む
。

　

澤
正
以
後
、
頻
繁
に
手
が
け
た
田
中
介
二
は
提
灯
を
燃
し
て
か
ら
が
違
う
。
斬
り
倒
し
た
子
分
を
前
へ
飛
び
こ
え
、
右
へ

払
っ
た
刀
を
左
か
ら
大
き
く
ゆ
る
や
か
に
回
し
、
右
肩
に
担
い
だ
ポ
ー
ズ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
見
得
が
入
る
。
や
お
ら
子

分
た
ち
を
斬
り
伏
せ
、
刀
を
納
め
て
立
去
ろ
う
と
す
る
。
藤
造
が
竹
槍
で
突
き
か
か
る
の
を
あ
し
ら
い
な
が
ら
、
藤
造
の
脇

差
を
抜
き
、
竹
槍
を
叩
き
落
し
て
斬
る
。
脇
差
を
放
り
出
す
の
が
柝
の
頭
と
い
う
手
順
だ
。

　

段
平
‐
澤
正
版
よ
り
、
右
か
ら
左
へ
回
し
右
肩
に
担
ぐ
ス
ロ
ー
・
テ
ン
ポ
な
大
見
得
が
挿
入
さ
れ
臭
く
な
っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
段
平
が
主
人
公
の
映
画
で
は
［『
殺
陣
師
段
平
』（
一
九
五
〇
年
＝
監
督
：
マ
キ
ノ
雅
弘
）
澤
田
正
二
郎
役
の
市
川
］

右
太
衛
門
も
［『
殺
陣
師
段
平
』（
一
九
六
二
年
＝
監
督
：
瑞
穂
春
海
）
澤
田
正
二
郎
役
の
市
川
］
雷
蔵
も
い
ず
れ
も
刀
を
肩

に
引
っ
担
い
だ
。
田
中
版
の
影
響
と
し
か
思
え
な
い
。

　

私
は
大
正
一
五
年
春
、
澤
正
の
舞
台
で
観
る
前
後
に
、
マ
キ
ノ
映
画
の
分
を
公
開
当
初
と
い
ま
一
度
観
た
が
、
映
画
で
も

当
時
の
舞
台
で
も
、
肩
に
担
い
だ
り
せ
ず
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
だ
っ
た
。
市
川
右
太
衛
門
が
澤
正
に
な
る
段
平
映
画
を
監
督
し
た

マ
キ
ノ
雅
弘
［
…
］
は
父
省
三
の
監
督
し
た
澤
正
の
『
國
定
』
を
と
く
と
見
て
い
る
は
ず
な
の
に
残
念
だ
っ
た
。
も
っ
と
も

伊
川
［
八
郎
］
は
、
澤
正
は
大
袈
裟
な
見
得
は
切
ら
な
か
っ
た
が
、
肩
に
当
て
る
よ
う
に
刀
を
引
い
て
相
手
の
動
き
を
見
る

一
瞬
は
あ
っ
た
と
い
い
、
上
田
吉
二
郎
は
、「
そ
う
で
す
ね
。
映
画
で
は
肩
に
担
が
な
か
っ
た
が
、
舞
台
で
は
ち
ょ
っ
と
肩
に

当
て
が
っ
て
い
ま
し
た
」
と
い
う
。
澤
正
歿
後
入
座
し
辰
巳
［
柳
太
郎
］
の
一
本
立
ち
に
立
師
で
寄
与
し
た
坂
田
耕
造
は
、

「
小
松
原
は
見
て
い
ま
し
た
が
、
一
瞬
肩
の
と
こ
ろ
で
構
え
て
ま
し
た
ヨ
」
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
段
平
映
画
の
小
松

原
・
澤
正
は
陳
腐
な
き
ら
い
が
あ
っ 
た
。 
⑬
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と
は
言
え
「
第
二
篇　

山
形
屋
」
に
は
澤
田
正
二
郎
が
右
肩
に
長
脇
差
を
宛
が
う
身
振
り
が
認
め
ら
れ
る
た
め
（
図
②
）、
大
井
や

上
田
吉
二
郎
の
「
マ
キ
ノ
映
画
の
分
」、
す
な
わ
ち
「
第
二
篇　

山
形
屋
」
三
五
㎜
元
素
材
を
巡
る
記
憶
は
信
頼
性
に
疑
問
符
が

付
く
。
ま
た
問
題
の
身
振
り
を
取
り
込
ん
だ
新
国
劇
の
元
座
員
田
中
介
二
の
「
小
松
原
」
の
殺
陣
に
大
井
が
何
年
頃
に
接
し
た
か

な
ど
、
重
要
な
情
報
も
言
い
落
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
実
際
、
田
中
介
二
が
『
国
定
忠
治
』
に
主
演
し
た
の
は
、
早
く
と
も
金
井

謹
之
助
と
と
も
に
新
国
劇
を
退
座
し
た
上
、「
舞
臺
協
會
と
合
流
し
［
…
］
同

志
座
を
結
成
し
た
」
一
九
二
四
年
九
月
以
後
の
は
ず
で
あ
り 
、ま 
さ
に
「
第
二

⑭

篇　

山
形
屋
」
三
五
㎜
元
素
材
が
封
切
ら
れ
た
一
九
二
四
年
一
二
月
の
直
前
で

あ
る
。
新
国
劇
『
国
定
忠
治
』
の
「
小
松
原
」
を
演
じ
る
際
、
澤
田
正
二
郎
が

終
生
、
問
題
の
身
振
り
を
拒
否
し
た
と
仮
定
し
て
も
、
銀
幕
の
澤
田
正
二
郎
は

右
肩
に
長
脇
差
を
宛
が
う
身
振
り
を
確
実
に
見
せ
た
の
で
あ
り
、
田
中
介
二
が

映
画
館
の
暗
闇
に
浮
ぶ
以
前
の
同
志
の
殺
陣
に
触
発
さ
れ
、
自
身
の
『
国
定
忠

治
』
に
「
右
肩
に
担
い
だ
ポ
ー
ズ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
見
得
が
入
る
」
演
出

を
採
用
し
た
可
能
性
は
捨
て
切
れ
な
い 
。演 
劇
間
の
触
発
を
映
画
な
ど
の
マ

⑮

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
媒
介
す
る
可
能
性
に
鑑
み
て
も
、
大
井
の
見
解

は
速
断
に
過
ぎ
よ
う
。

　

実
際
、
大
井
は
右
肩
に
長
脇
差
を
宛
が
う
瞬
間
に
否
定
的
で
あ
る
が
、
本
来

は
演
劇
的
に
も
映
画
的
に
も
合
理
的
な
演
出
で
あ
る
。
大
山
克
巳
主
演
『
月
形

半
平
太
』（
一
九
七
六
年
三
月
＝
東
京
：
新
橋
演
舞
場
）「
三
条
河
原
」  、『 
殺
陣
田

⑯

村
』（
一
九
七
七
年
三
月
＝
東
京
：
歌
舞
伎
座
）「
二
刀
流
」  、元 
座
員
を
中
心
に
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図
②
『
国
定
忠
治
』
一
五
分
〇
〇
秒

中
央：

澤
田
正
二
郎
＝
国
定
忠
治



新
国
劇
を
再
現
し
た
緒
形
拳
主
演
『
大
菩
薩
峠
』（
一
九
九
四
年
三
月
＝
東
京
：
新
橋
演
舞
場
）「
霧
の
御
坂
」
な
ど
の
記
録
動
画

が
示
唆
す
る
通
り 
、新 
国
劇
の
殺
陣
は
主
人
公
の
上
手
と
下
手
に
掛
り
を
配
置
し
、
主
人
公
が
左
右
に
同
時
に
目
配
り
す
る
、
あ
る

⑱

い
は
連
続
的
に
斬
り
付
け
る
左
右
の
掛
り
を
一
息
に
薙
ぎ
払
う
な
ど
の
演
出
を
通
じ
、
迫
真
性
の
様
式
性
へ
の
優
位
を
維
持
し
つ

つ
、
同
時
に
主
人
公
の
観
客
へ
の
正
面
性
を
確
保
す
る
。
実
際
、
主
人
公
の
前
景
に
掛
り
が
立
ち
は
だ
か
り
、
観
客
の
視
界
を
遮

る
よ
う
な
状
況
を
回
避
し
つ
つ
、
第
四
の
壁
の
彼
方
に
主
人
公
の
全
身
を
示
す
に
は
、
左
右
の
挟
撃
は
合
理
的
な
解
決
法
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
以
後
の
『
国
定
忠
治
』
記
録
動
画
を
見
る
と
、「
第
二
篇　

山
形
屋
」
同
様
、
忠
治
は
挟
撃
す
る
左
右
の
掛
り
、
す

な
わ
ち
藤
造
の
乾
分
二
人
の
胴
を
時
計
回
り
に
一
息
に
薙
い
だ
余
勢
を
駆
り
、
右
肩
に
長
脇
差
を
宛
が
う
。
澤
田
正
二
郎
が
同
様

の
手
順
を
実
践
し
て
も
不
思
議
と
は
言
え
ま
い
。

　

ま
た
「
第
二
篇　

山
形
屋
」
三
五
㎜
元
素
材
の
撮
影
環
境
を
想
起
す
れ
ば
、
忠
治
が
右
肩
に
長
脇
差
を
宛
が
う
演
出
は
映
画
的

に
も
合
理
的
で
あ
る
。
前
述
の
小
松
弘
の
指
摘
通
り
、
三
五
㎜
動
画
の
「
撮
影
が
強
行
軍
で
行
わ
れ
た
」
以
上
、
牧
野
省
三
以
下

の
製
作
陣
は
可
能
な
限
り
、
カ
メ
ラ
位
置
の
変
更
な
ど
を
回
避
し
よ
う
と
試
み
た
は
ず
で
あ
る
。
忠
治
が
挟
撃
す
る
藤
造
の
乾
分

二
人
の
胴
を
時
計
回
り
に
一
息
に
薙
い
だ
余
勢
を
駆
り
、
右
肩
に
長
脇
差
を
宛
が
い
つ
つ
身
体
を
沈
め
る
一
連
の
身
振
り
は
、
画

面
内
の
主
人
公
の
位
置
が
前
後
左
右
に
大
幅
に
変
化
せ
ず
、
結
果
的
に
殺
陣
の
躍
動
感
は
維
持
さ
れ
つ
つ
も
、
カ
メ
ラ
の
移
動
や

首
振
り
、
位
置
の
変
更
な
ど
の
必
要
は
生
じ
な
い
。
ま
さ
に
製
作
陣
に
好
都
合
の
殺
陣
で
あ
る
。
実
際
「
第
二
篇　

山
形
屋
」
の

殺
陣
の
後
半
は
、
忠
治
が
下
手
に
一
気
に
移
動
し
つ
つ
乾
分
を
斬
り
払
う
一
九
八
〇
年
代
以
後
の
記
録
動
画
の
「
小
松
原
」
と
は

異
な
り
、
忠
治
の
立
ち
位
置
は
ほ
ぼ
変
化
せ
ず
、
襲
い
掛
る
左
右
の
乾
分
と
藤
造
を
一
息
に
斬
り
捨
て
る
。
製
作
陣
は
殺
陣
の
時

空
間
の
全
体
を
定
点
観
測
し
つ
つ
、
適
宜
、
必
要
な
接
写
を
撮
影
し
た
に
違
い
な
い
。

　

な
お
『
寄
ら
ば
斬
る
ぞ
！
新
国
劇
と
剣
劇
の
世
界
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
し
た
動
画
は
現
在
に
お
け
る
最
長
版
と
前
述
し
た
が
、「
小

松
原
」
の
殺
陣
の
動
画
は
京
都
映
画
芸
術
文
化
研
究
所
蔵
の
三
五
㎜
玩
具
映
画
版
一
分
一
〇
秒
も
現
存
し 
、「 
第
二
篇　

山
形
屋
」

⑲
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に
存
在
し
な
い
藤
造
の
接
写
二
秒
と
乾
分
の
接
写
六
秒
が
含
ま
れ
る
事
実
を
付
記
す
る
。

三
、
尼
寺

　
「
第
三
篇　

尼
寺
」
は
原
作
の
第
四
幕
「
上
州
植
木
村
の
庵
室
」
を
再
現
す
る
。
冒
頭
部
の
字
幕
「
改
訂　

國
定
忠
次　

東
亜
キ

ネ
マ
京
都
撮
影
所
製
作
」「
主
演　

澤
田
正
二
郎
」「
原
作　

行
友
李
風
」「
提
供　

ホ
ー
ム
・
ム
ー
ビ
ー
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

「
第
三
篇　

尼
寺
」
を
除
き
、
八
分
一
六
秒
に
刈
り
込
ま
れ
た
物
語
を
復
元
し
よ
う
。
国
定
忠
治
（
澤
田
正
二
郎
）
は
逃
亡
の
途

上
、
腹
心
の
乾
分
清
水
の
巌
鉄
（
上
田
吉
二
郎
）
と
高
山
の
定
八
（
鳥
居
正
）
に
再
会
す
る
。
三
人
は
仮
寝
の
宿
を
求
め
、
旧
知

の
尼
僧
妙
真
（
南
吉
太
郎
）
の
庵
室
を
訪
ね
る
。
表
向
き
は
歓
待
す
る
素
振
を
見
せ
つ
つ
も
、
妙
真
は
懸
賞
金
欲
し
さ
に
お
尋
ね

者
一
行
を
訴
人
す
る
。
忠
治
は
妙
真
の
た
め
に
監
禁
の
身
の
上
の
お
縫
（
久
松
喜
世
子
）
を
救
い
出
し
、
妙
真
を
抜
き
打
ち
に
斬

り
捨
て
る
が
、
不
意
の
幻
聴
に
見
舞
わ
れ
た
挙
句
に
右
足
を
負
傷
し
、
巌
鉄
と
定
八
に
支
え
ら
れ
つ
つ
庵
室
を
逃
れ
る
。

　

す
で
に
引
用
し
た
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
が
『
国
定
忠
治
』
を
上
映
し
た
際
の
図
録
を
再
読
し
つ
つ
、

さ
ら
に
「
第
三
篇　

尼
寺
」
を
巡
る
箇
所
を
引
用
す
る
。

上
映
プ
リ
ン
ト
は
後
年
家
庭
用
一
六
ミ
リ
に
短
縮
し
二
巻
と
し
て
販
売
し
て
い
た
も
の
で
、
い
わ
ば
全
篇
の
さ
わ
り
幾
つ
か

を
「
赤
城
山
」「
山
形
屋
」「
尼
寺
」「
御
用
」
の
四
篇
に
纏
め
紹
介
し
て
い
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
珍
し
い
の
は
前
二
篇

が
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
の
に
対
し
、
後
の
二
篇
は
知
ら
れ
る
こ
と
が
尠
い
。
と
い
う
の
は
、
家
庭
用
と
し
て
販
売
さ
れ
た
も

の
の
、
後
の
二
篇
は
余
り
に
も
内
容
が
暗
い
の
で
購
買
者
が
極
め
て
僅
か
だ
っ
た
た
め
に
世
に
出
廻
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
事
実
、
新
国
劇
の
舞
台
で
も
観
客
の
意
見
で
い
つ
と
は
な
し
に
尼
寺
以
後
は
上
演
さ
れ
な
く
今
日
に
至
っ
て
い 
る
。 
⑳
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前
述
の
通
り
、
原
作
『
国
定
忠
治
』
全
通
し
上
演
は
序
幕
「
赤
城
山
麓
室
沢
村

才
兵
衛
茶
屋
」、
第
二
幕
「
赤
城
天
神
山
不
動
の
森
」、
第
三
幕
「
第
一
場　

信

州
権
堂
町
外
れ
庚
申
塚
／
第
二
場　

信
州
権
堂
山
形
屋
店
先
／
第
三
場　

半

郷
の
松
並
木
」、
第
四
幕
「
上
州
植
木
村
の
庵
室
」、
大
詰
「
国
定
村
分
家
の
土

蔵
の
内
」
の
全
五
幕
構
成
を
基
本
と
見
な
し
得
る
が
、
大
井
廣
介
も
指
摘
す
る

通
り
、
最
終
的
に
観
客
に
定
着
し
た
の
は
第
二
幕
‐
第
三
幕
の
見
取
り
上
演
で

あ
る 
。実 
際
、
全
身
不
随
の
病
苦
に
呻
吟
す
る
大
詰
の
忠
治
へ
の
伏
線
と
は
言

㉑

え
、
不
意
の
幻
聴
に
見
舞
わ
れ
た
忠
治
に
「
世
に
は
外
道
の
逆
恨
み
っ
て
え
こ

と
が
あ
る
。
尼
［
妙
真
］
の
執
念
…
…
。」
と
口
走
ら
せ
る
な
ど 
、現 
在
の
価
値

㉒

観
に
照
ら
せ
ば
、
第
四
幕
の
超
自
然
的
な
意
匠
は
前
後
の
物
語
と
の
調
和
を
見

失
い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
演
劇
学
者
神
山
彰
が
注
目
す
る
新
国
劇

と
宗
教
劇
の
親
和
性
に
鑑
み
て
も 
、例 
え
ば
澤
田
正
二
郎
が
見
せ
る
、
幻
聴
に

㉓

苦
悶
す
る
忠
治
の
表
情
は
（
図
③
）、
自
身
の
代
表
作
『
大
菩
薩
峠
』
第
一
篇

「
角
屋
御
簾
の
間
」
に
お
け
る
主
人
公
机
龍
之
助
の
狂
乱
を
想
像
さ
せ
る
一
瞬

で
あ
る
。
実
際
、
一
九
二
一
年
六
月
＝
東
京
：
明
治
座
、
一
九
二
一
年
九
月
＝

大
阪
：
浪
花
座
、
一
九
二
二
年
一
一
月
＝
東
京
：
公
園
劇
場
、
一
九
二
四
年
五
月
＝
東
京
：
演
伎
座
な
ど
、
大
正
期
の
新
国
劇
は

し
ば
し
ば
『
国
定
忠
治
』
全
通
し
上
演
を
敢
行
し
た
の
で
あ
り
、
第
四
幕
の
超
自
然
性
に
も
当
時
の
大
衆
的
な
需
要
が
存
在
し
た

と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
に
加
え
、「
第
三
篇　

尼
寺
」
は
二
人
の
女
性
役
が
注
目
に
値
す
る
。
一
人
目
は
お
縫
役
の
久
松
喜
世
子
で
あ
る
。
周
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知
の
通
り
、
久
松
喜
世
子
は
後
年
「
新
国
劇
の
母
」
と
尊
称
さ
れ
、
高
度
に
神
話
化
さ
れ
た
女
優
で
あ
る
。
新
国
劇
は
男
優
中
心

の
劇
団
で
あ
り
、
女
優
中
心
の
公
演
は
数
え
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
同
時
に
、
島
田
＝
辰
巳
体
制
を
長
期
的
に
支
え
た
初

瀬
乙
羽
は
宝
塚
少
女
歌
劇
団
の
元
座
員
、
外
崎
恵
美
子
は
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
新
宿
座
の
元
座
員
、
香
川
桂
子
は
歌
舞
伎
俳
優

の
養
女
で
あ
り 
、連 
続
テ
レ
ビ
小
説
『
い
ち
ば
ん
星
』（
一
九
七
七
年
＝
放
送
：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
に
主
演
し
た
五
大
路
子
も
新
国
劇
以
前

㉔

は
早
稲
田
小
劇
場
に
修
行
す
る
な
ど
、
実
際
に
は
多
様
な
演
劇
的
経
歴
を
誇
る
女
優
陣
を
擁
し
た
。
演
劇
学
者
児
玉
竜
一
が
「
複

合
体
」
と
評
価
し
た
通
り 
、一 
九
二
一
年
六
月
＝
東
京
：
明
治
座
の
ゲ
オ
ル
グ
・
カ
イ
ザ
ー
『
カ
レ
ー
の
市
民
』、
菊
池
寛
『
父
帰

㉕

る
』、
行
友
李
風
『
国
定
忠
治
』
三
本
立
て
、
一
九
二
八
年
一
二
月
＝
東
京
：
帝
国
劇
場
の
佐
藤
紅
緑
『
キ
リ
ス
ト
』、
長
谷
川
伸

『
沓
掛
時
次
郎
』
二
本
立
て
な
ど
、
澤
田
正
二
郎
の
新
国
劇
は
驚
く
ば
か
り
に
多
様
な
演
劇
に
並
行
的
に
挑
戦
し
た
が
、
島
田
＝

辰
巳
体
制
に
移
行
後
は
次
第
に
「『
澤
田
正
二
郎
』
の
縮
小
再
生
産
」
が
進
行
す
る 
。劇 
団
の
硬
直
化
で
あ
る
。
こ
の
硬
直
化
に
流

㉖

さ
れ
つ
つ
、
な
お
図
ら
ず
も
澤
田
正
二
郎
的
な
多
様
性
を
身
体
に
纏
い
続
け
た
の
は
、
あ
る
い
は
前
述
の
女
優
陣
か
も
知
れ
な
い
。

久
松
喜
世
子
二
〇
代
の
実
践
を
記
録
し
た
「
第
三
篇　

尼
寺
」
は
、
一
方
に
「
新
国
劇
の
母
」
を
脱
神
話
化
し
つ
つ
、
他
方
に
新

国
劇
の
女
優
史
を
確
立
す
る
た
め
の
重
要
な
参
照
項
を
提
供
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
「
第
三
篇　

尼
寺
」
の
注
目
す
べ
き
二
人
目
は
妙
真
役
の
南
吉
太
郎
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
澤
田
正
二
郎
の
新
国
劇
は
多
様
な

演
劇
の
「
複
合
体
」
で
あ
り
、『
勧
進
帖
』（
一
九
二
三
年
一
〇
月
＝
東
京
：
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
）
や
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』（
一

九
二
四
年
一
〇
月
＝
東
京
：
演
伎
座
）
な
ど
の
古
典
的
な
歌
舞
伎
に
も
挑
戦
し
た
以
上
、
女
形
の
登
場
自
体
は
驚
く
に
は
当
ら
な

い
。
実
際
、
島
田
＝
辰
巳
体
制
の
全
盛
期
の
末
期
を
伝
え
る
『
瞼
の
母
』（
一
九
六
一
年
六
月
／
東
京
：
明
治
座
）
記
録
動
画
に
は

夜
鷹
お
と
ら
役
の
河
村
憲
一
郎
が
登
場
す
る 
。ま 
た
劇
団
の
末
期
に
は
前
進
座
の
立
女
形
五
代
目
河
原
崎
国
太
郎
が『
一
本
刀
土
俵

㉗

入
』（
一
九
七
九
年
八
月
＝
東
京
：
国
立
劇
場
大
劇
場
）
お
蔦
役
に
初
挑
戦
す
る
五
大
路
子
を
指
導
し 
、ま 
た
以
前
は
久
松
喜
世
子

㉘

の
持
役
で
あ
る
『
瞼
の
母
』（
一
九
八
〇
年
八
月
＝
東
京
：
読
売
ホ
ー
ル
）
お
は
ま
役
に
も
客
演
す
る
な
ど
、
新
国
劇
一
〇
〇
年
史
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に
お
け
る
女
形
の
存
在
は
周
縁
的
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
は
言
え
「
第
三
篇　

尼
寺
」
の
南
吉
太
郎
の
異
性
装
が
違
和
感
を
生

じ
さ
せ
な
い
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
否
定
的
に
答
え
ざ
る
を
得
な
い
。
一
九
一
九
年
八
月
、
新
国
劇
『
国
定
忠
治
』
初
演
に
演
じ
、

「
亡
く
な
る
ま
で
持
役
に
な
っ
た
」
南
吉
太
郎
＝
妙
真
も 
、カ 
メ
ラ
の
接
写
に
は
耐
え
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
す
で

㉙

に
日
本
映
画
界
の
女
性
役
に
お
け
る
女
優
の
女
形
へ
の
優
位
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
一
九
二
四
年
当
時
、
牧
野
省
三
以
下
の
製
作

陣
が
南
吉
太
郎
を
妙
真
役
に
起
用
し
た
の
は
、
撮
影
に
際
し
、
本
当
ら
し
さ
以

上
に
「
澤
正
の
芝
居
の
全
段
を
記
録
す
る
と
い
う
方
向
性
を
」
重
視
し
た
事
実

の
例
証
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

四
、
御
用

　

最
後
に
「
第
四
篇　

御
用
」
は
原
作
の
大
詰
「
国
定
村
分
家
の
土
蔵
の
内
」

を
再
現
す
る
。
字
幕
「
第
四
篇　

御
用
」
を
除
き
、
七
分
二
六
秒
に
刈
り
込
ま

れ
た
物
語
を
復
元
し
よ
う
。
盲
目
の
伯
父
長
岡
太
左
衛
門
（
野
添
健
）
屋
敷
の

土
蔵
の
地
下
室
に
匿
わ
れ
た
国
定
忠
治（
澤
田
正
二
郎
）は
、「
第
三
篇　

尼
寺
」

の
負
傷
が
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
遂
に
は
全
身
不
随
に
陥
る
。
忠
治
の
潜
伏
を

探
知
し
、
与
力
中
山
清
一
郎
（
草
間
實
）
以
下
の
捕
手
が
忠
治
を
捕
縛
す
る
た

め
に
土
蔵
に
殺
到
す
る
。
腹
心
の
乾
分
清
水
の
巌
鉄
（
上
田
吉
二
郎
）
や
高
山

の
定
八
（
鳥
居
正
）
は
寝
た
切
り
の
忠
治
に
最
後
の
別
れ
を
告
げ
る
と
、
凄
惨

な
格
闘
の
果
て
に
斬
り
倒
さ
れ
る
。
太
左
衛
門
に
諭
さ
れ
た
忠
治
も
観
念
す

る
。
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図
④
『
国
定
忠
治
』
二
九
分
二
〇
秒

右
下：

澤
田
正
二
郎
＝
国
定
忠
治



　
「
国
定
村
分
家
の
土
蔵
の
内
」
と
も
呼
ば
れ
る
通
り
、
原
作
や
一
九
八
〇
年
代
以
後
の
記
録
動
画
の
場
合
、
観
客
に
明
示
さ
れ
る

空
間
は
土
蔵
内
に
限
定
さ
れ
、
巌
鉄
や
定
八
と
捕
手
の
格
闘
も
病
床
の
忠
治
の
眼
前
に
展
開
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
第
四
篇　

御

用
」
は
忠
治
が
潜
伏
す
る
土
蔵
内
と
巌
鉄
や
定
八
が
死
闘
す
る
土
蔵
外
に
空
間
を
大
別
し
、
両
者
を
並
行
編
集
的
に
接
続
す
る
。

澤
田
正
二
郎
の
盟
友
倉
橋
仙
太
郎
が
組
織
し
た
第
二
新
国
劇
の
元
座
員
大
河
内
傳
次
郎
が
主
演
し
、
日
本
映
画
史
の
正
典
に
も
数

え
ら
れ
る
無
声
映
画
『
忠
次
旅
日
記　

御
用
篇
』（
一
九
二
七
年
＝
監
督
：
伊
藤
大
輔
）
に
引
き
継
が
れ
る 
、こ 
の
空
間
の
分
割
を

㉚

通
じ
、
巌
鉄
や
定
八
の
殺
陣
の
空
間
が
外
部
化
す
る
の
に
加
え
、
階
上
の
戸
口
に
向
う
梯
子
段
が
画
面
の
ほ
ぼ
左
半
分
を
圧
倒
し
、

お
尋
ね
者
忠
治
に
残
さ
れ
た
最
後
の
空
間
で
あ
る
地
下
室
の
閉
所
性
が
視
覚
化
す
る
（
図
④
）。
ま
た
三
五
㎜
元
素
材
の
撮
影
環

境
を
想
起
す
れ
ば
、
製
作
陣
を
複
数
班
に
分
割
し
、
土
蔵
内
に
お
け
る
忠
治
と
太
左
衛
門
の
問
答
と
土
蔵
外
に
お
け
る
巌
鉄
や
定

八
の
殺
陣
を
同
時
並
行
的
に
撮
影
し
得
る
効
率
性
も
看
過
し
得
ま
い
。
牧
野
省
三
の
統
括
下
、
一
本
立
ち
の
監
督
二
川
文
太
郎
、

金
森
万
象
、
仁
科
熊
彦
の
三
人
が
助
監
督
に
連
名
し
た
事
実
は
、
こ
の
可
能
性
を
濃
厚
に
示
唆
す
る
。
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①　

小
松
弘
「
澤
田
正
二
郎
と
映
画
」、
児
玉
竜
一
監
修
／
拙
編
『
寄
ら
ば
斬
る
ぞ
！
新
国
劇
と
剣
劇
の
世
界
』（
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博

物
館
、
二
〇
一
四
年
）、
三
三
頁
。

②　
『
国
定
忠
治
』、
牧
野
省
三
監
督
、
行
友
李
風
原
作
、
澤
田
正
二
郎
主
演
、
東
亜
等
持
院
製
作
、
一
九
二
四
年
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士

記
念
演
劇
博
物
館
）。

③　

東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
『
所
蔵
映
画
フ
ィ
ル
ム
検
索
シ
ス
テ
ム
』（http://nfcd.m

om
at.go.jp/

             
  
         
）。
二
〇
一
七
年
八
月
三
一
日

閲
覧
。

④　

鳥
羽
幸
信
『
国
定
忠
次
』
解
説
、『
Ｆ
Ｃ
』
第
四
九
号
（
一
九
七
八
年
）、
一
七
頁
。

⑤　

小
松
、
同
前
、
三
四
頁
。
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⑥　

鳥
羽
、
同
前
、
一
七
頁
。

⑦　

小
松
、
同
前
、
三
四
頁
。

⑧　

小
松
、
同
前
、
三
四
頁
。

⑨　

小
松
、
同
前
、
三
六
頁
。

⑩　

行
友
李
風
『
極
付
國
定
忠
治
』、
北
條
秀
司
編
『
行
友
李
風
戯
曲
集
』（
演
劇
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
一
一
三
頁
‐
一
六
六
頁
。

⑪　

大
井
廣
介
『
ち
ゃ
ん
ば
ら
藝
術
史
』（
深
夜
叢
書
社
、
一
九
九
五
年
）、
八
一
頁
／
一
六
四
頁
。

⑫　

新
国
劇
編
『
新
国
劇
五
〇
年
』（
中
林
出
版
、
一
九
六
七
年
）、
一
五
九
頁
。

⑬　

大
井
、
同
前
、
九
二
頁
‐
九
三
頁
。

⑭　

大
井
、
同
前
、
一
六
二
頁
。

⑮　

実
際
「『
小
松
原
』
の
場
で
小
松
五
郎
の
鍛
え
た
長
脇
差
で
一
瞬
間
で
十
數
人
を
な
で
斬
り
に
す
る
そ
の
胸
の
す
く
よ
う
な
早
業
」
な
ど
と
肯
定
的

な
時
評
の
残
る
澤
田
正
二
郎
に
対
し
（
よ
も
ぎ
「
十
一
月
の
芝
居　

澤
正
の
『
忠
次
』
公
園
劇
場
」『
讀
賣
新
聞
』
一
九
二
二
年
一
一
月
六
日
付
朝

刊
、
六
頁
）、
田
中
介
二
＝
国
定
忠
治
／
松
本
泰
輔
＝
山
形
屋
藤
蔵
／
放
送
指
揮
＝
井
口
政
治
な
ど
の
面
々
が
原
作
の
第
三
幕
「
第
二
場　

信
州
権
堂

山
形
屋
店
先
／
第
三
場　

半
郷
の
松
並
木
」
を
放
送
し
た
ラ
ジ
オ
『
国
定
忠
治
』（
一
九
二
九
年
一
月
一
六
日
＝
東
京
：
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
）
の
番
組
紹
介
の

印
象
は
相
当
に
異
な
る
。

第
二
景　

半
郷
の
松
原

槍
を
持
つ
た
藤
藏
を
初
め
子
分
の
連
中
は
、
先
廻
り
を
し
て
忠
治
の
來
る
の
を
待
つ
て
い
る
。
忠
治
は
提
灯
を
持
つ
て
通
り
か
ゝ
る
と
矢
庭
に
一

人
斬
り
か
ゝ
つ
た
の
で
、
大
亂
鬪
は
開
始
さ
れ
た
。
豫
て
覺
悟
し
た
忠
治
は
あ
わ
て
ず
急
が
ず
無
言
の
中
に
一
人
二
人
と
斬
つ
て
落
し
て
腕
は
ま

す
ま
す
冴
え
る
。
藤
藏
は
油
斷
を
見
て
槍
で
突
く
。
忠
治
が
飛
び
違
ひ
ざ
ま
横
に
拂
つ
た
一
刀
は
藤
藏
を
斬
つ
て
捨
て
た
。
暗
を
透
か
し
て
靜
か

に
頬
冠
り
を
し
て
去
つ
た
。
草
む
ら
か
ら
寂
と
し
て
立
つ
蟲
の
聲
は
今
の
大
亂
鬪
を
知
ら
な
い
よ
う
だ
（「
全
國
中
継
放
送　

劍
劇
國
定
忠
治
（
あ

ら
筋
と
セ
リ
フ
抜
き
書
）」『
讀
賣
新
聞
』
一
九
二
九
年
一
月
一
六
日
付
朝
刊
、
一
〇
頁
）。

　

無
論
、
演
劇
の
時
評
と
ラ
ジ
オ
の
番
組
紹
介
を
同
一
の
分
析
の
俎
上
に
載
せ
る
に
は
慎
重
を
要
す
る
が
、
新
国
劇
『
国
定
忠
治
』
の
「
小
松
原
」
が
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評
者
に
高
速
性
を
印
象
付
け
た
の
に
対
し
、
ラ
ジ
オ
の
田
中
介
二
は
「
あ
わ
て
ず
急
が
ず
無
言
の
中
に
一
人
二
人
と
」
斃
す
低
速
の
殺
陣
を
想
像
さ

せ
る
。
こ
の
低
速
性
が
田
中
介
二
の
「
小
松
原
」
の
舞
台
姿
に
通
底
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
大
井
廣
介
の
記
憶
「
ス
ロ
ー
・
テ
ン
ポ
な
大
見
得
が
挿

入
さ
れ
臭
く
な
っ
て
い
る
」
に
も
符
合
す
る
。
澤
田
正
二
郎
も
田
中
介
二
も
右
肩
に
長
脇
差
を
宛
が
う
身
振
り
を
「
小
松
原
」
に
盛
り
込
ん
だ
も
の

の
、
全
体
の
低
速
性
の
結
果
、
田
中
介
二
の
「
右
へ
払
っ
た
刀
を
左
か
ら
大
き
く
ゆ
る
や
か
に
回
し
、
右
肩
に
担
い
だ
ポ
ー
ズ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

る
見
得
」
が
大
井
の
記
憶
に
特
に
鮮
明
に
刻
み
込
ま
れ
た
可
能
性
は
捨
て
切
れ
な
い
。
な
お
新
国
劇
『
国
定
忠
治
』
を
巡
り
、「
澤
田
の
國
定
忠
次
は

い
よ
い
よ
磨
が
か
ゝ
つ
て
相
變
ら
ず
立
廻
り
が
大
受
け
で
今
度
は
大
分
道
具
も
替
え
て
ゐ
る
」
と
の
時
評
に
鑑
み
れ
ば
（「
澤
正
劇
」『
東
京
朝
日
新

聞
』
一
九
二
三
年
七
月
二
三
日
付
夕
刊
、
三
頁
）、
遅
く
と
も
一
九
二
三
年
に
は
、
一
九
一
九
年
八
月
の
新
国
劇
『
国
定
忠
治
』
初
演
に
一
定
の
改
変

を
施
し
た
「
小
松
原
」
が
上
演
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

⑯　

日
本
時
代
劇
研
究
所
蔵
。

⑰　

日
本
時
代
劇
研
究
所
蔵
。

⑱　

児
玉
竜
一
教
授
（
早
稲
田
大
学
）
蔵
。

⑲　

京
都
映
画
芸
術
文
化
研
究
所
蔵
。

⑳　

鳥
羽
、
同
前
、
一
七
頁
。

㉑　

大
井
、
同
前
、
八
二
頁
。

㉒　

行
友
、
同
前
、
一
五
八
頁
。

㉓　

神
山
彰
「
宗
教
演
劇
の
時
代　
『
民
衆
演
劇
』
の
一
側
面
」、
神
山
彰
編
『
忘
れ
ら
れ
た
演
劇
』（
森
話
社
、
二
〇
一
四
年
）、
一
二
九
頁
‐
一
五
二

頁
。

㉔　

水
落
潔
「
香
川
桂
子
」『
日
本
映
画
俳
優
全
集　

女
優
編
』（
キ
ネ
マ
旬
報
社
、
一
九
八
〇
年
）、
一
八
三
頁
。

㉕　

児
玉
竜
一
「
新
国
劇
と
剣
劇
の
世
界
」、
児
玉
竜
一
監
修
／
拙
編
『
寄
ら
ば
斬
る
ぞ
！
新
国
劇
と
剣
劇
の
世
界
』（
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演

劇
博
物
館
、
二
〇
一
四
年
）、
九
頁
。

㉖　

大
笹
吉
雄
「
新
国
劇
の
七
〇
年
」、
児
玉
竜
一
監
修
／
拙
編
『
寄
ら
ば
斬
る
ぞ
！
新
国
劇
と
剣
劇
の
世
界
』（
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博

物
館
、
二
〇
一
四
年
）、
一
三
頁
。

㉗　

日
本
時
代
劇
研
究
所
蔵
。
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㉘　

五
大
路
子
談
。
二
〇
一
七
年
八
月
二
八
日
。

㉙　

大
井
、
同
前
、
八
一
頁
。
但
し
、
南
吉
太
郎
が
造
形
し
た
妙
真
は
「
例
に
よ
つ
て
下
劣
、
何
故
神
妙
に
こ
な
せ
な
い
の
か
」（
律
役
「
芝
居
短
評
◇

國
定
忠
次
（
公
園
劇
場
）」『
讀
賣
新
聞
』
一
九
二
二
年
一
一
月
一
三
日
付
朝
刊
、
六
頁
）、
ま
た
「
誇
張
し
た
藝
は
嫌
味
」（
お
も
ち
や
屋
主
人
「
懸

賞
芝
居
短
評
◇
國
定
忠
次
（
演
伎
座
）」『
讀
賣
新
聞
』
一
九
二
四
年
五
月
三
一
日
付
朝
刊
、
九
頁
）
な
ど
と
否
定
的
な
時
評
も
散
見
さ
れ
る
事
実
を

付
記
す
る
。

㉚　

佐
伯
知
紀
「
完
全
採
録
シ
ナ
リ
オ
忠
次
旅
日
記
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
所
蔵
版
」、
佐
伯
知
紀
編
『
映
画
讀
本
伊
藤
大
輔
』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、

一
九
九
六
年
）、
一
〇
〇
頁
‐
一
〇
一
頁
。

付
記

　

本
論
は
科
学
研
究
費
助
成
『
戦
後
期
「
新
国
劇
」
と
映
画
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
相
関
性
の
研
究
』（
一
七
Ｋ
一
三
三
六
六
）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

調
査
に
際
し
、『
新
国
劇
七
〇
年
栄
光
の
記
録
』（
新
国
劇
記
録
保
存
会
、
一
九
八
八
年
）、
朱
通
祥
男
編
／
永
田
哲
朗
監
修
『
日
本
劇
映
画
総
目
録
』

（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
八
年
）、「
日
本
映
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://www.jm

db.ne.jp/

             
         
）
な
ど
の
情
報
を
適
宜
、
修
正
し
つ
つ
参
照
し
た
。

第
二
節
の
原
形
は
筆
者
の
講
演
「
玩
具
映
画
に
見
る
日
本
剣
劇
史
」（
二
〇
一
五
年
二
月
一
日
＝
神
戸
：
神
戸
映
画
資
料
館
）
で
あ
る
。
企
画
展
『
寄
ら

ば
斬
る
ぞ
！
新
国
劇
と
剣
劇
の
世
界
』
並
び
に
本
論
の
調
査
に
ご
高
配
い
た
だ
い
た
太
田
米
男
所
長
（
京
都
映
画
芸
術
文
化
研
究
所
）、
笠
原
章
座
長

（
劇
団
若
獅
子
）、
五
大
路
子
座
長
（
横
浜
夢
座
）、
児
玉
竜
一
教
授
（
早
稲
田
大
学
）、
小
松
弘
教
授
（
早
稲
田
大
学
）、
滝
洸
一
郎
所
長
（
日
本
時
代

劇
研
究
所
）、
安
井
喜
雄
館
長
（
神
戸
映
画
資
料
館
）
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
被
引
用
文
中
の
「
新
国
劇
／
新
國
劇
」「
国
定
／
國
定
」「
忠
治
／
忠

次
」、「
藤
造
／
藤
藏
」
な
ど
の
揺
れ
は
基
本
的
に
原
文
通
り
で
あ
る
が
、
算
用
数
字
を
漢
数
字
に
書
き
改
め
る
な
ど
、
読
者
の
読
み
易
さ
や
統
一
性
に

も
配
慮
し
た
点
を
お
断
り
す
る
。


